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■質
１
期
目
最
終
年
度
で
あ
る
21
年
度
予
算
案
に
お
い
て
、

市
長
が
立
候
補
時
に
住
民
に
約
束
し
た
「
私
に
は
プ
ラ
ン

が
あ
り
ま
す
」
の
市
長
の
プ
ラ
ン
と
は
何
か
。「
齊
藤
市

政
ら
し
さ
」
と
は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
。

■答
段
階
を
分
け
て
一
歩
ず
つ
着
実
に
希
望
が
持
て
る
将

来
の
姿
へ
つ
な
げ
る
と
い
う
考
え
方
で
、
合
併
直
後
の
課

題
を
整
理
方
向
づ
け
し
、
新
市
の
行
政
対
応
や
当
面
の
課

題
に
取
り
組
み
、
将
来
の
核
と
な
る
事
業
や
基
礎
固
め
を

行
っ
て
き
た
。
総
合
計
画
の
将
来
像
に
思
い
は
込
め
ら
れ

て
お
り
、
21
年
度
予
算
の
中
で
具
体
化
し
た
新
規
事
業
に

﹁
私
ら
し
さ
﹂
が
現
れ
て
い
る
。

■質
厚
生
労
働
省
は
全
国
の
社
会
保
険
病
院
を
来
年
10
月

ま
で
に
売
却
を
完
了
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
秋
田
社
会

保
険
病
院
は
能
代
山
本
の
拠
点
病
院
で
あ
り
、
あ
る
べ
き

形
態
を
検
討
し
て
国
と
話
し
合
う
べ
き
で
は
。

■答
社
会
保
険
庁
で
は
、
社
会
保
険
病
院
の
整
理
・
売
却

の
指
針
案
と
し
て
地
域
医
療
体
制
を
損
な
わ
な
い
こ
と
を

前
提
に
、
移
譲
の
有
無
に
つ
い
て
考
慮
し
て
い
く
意
向
も

示
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
公
的
機
関
の
機
能
を
維
持

し
た
状
態
で
存
続
で
き
る
よ
う
、
病
院
関
係
者
を
初
め
、

地
域
住
民
や
近
隣
自
治
体
と
も
協
力
体
制
を
強
化
し
、
要

望
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
中
心
市
街
地
活
性
化

・
国
民
健
康
保
険
税

・
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

１
期
目
最
後
の
年
度
の
市
長
の
プ
ラ
ン
と
は

秋
田
社
会
保
険
病
院
の
存
続

■質
世
界
的
不
況
が
続
く
中
、
経
済
対
策
と
し
て
地
方
自

治
体
の
裁
量
で
実
施
で
き
る
単
独
事
業
を
、
早
期
発
注
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
工
事
発
注
の
平
準
化
へ
の
取

り
組
み
状
況
は
。

■答
単
独
事
業
の
早
期
発
注
は
地
域
の
経
済
対
策
と
し
て

効
果
的
で
あ
り
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
も
工
事
発
注
の
平
準
化
の
た
め
、
債
務
負
担
行
為
を
設

定
し
、
速
や
か
に
入
札
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

今
後
も
、
調
査
・
設
計
等
を
前
年
度
に
実
施
す
る
な
ど
、

発
注
前
に
必
要
な
作
業
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
迅
速
に
行
い
、

早
期
発
注
に
努
め
て
い
き
た
い
。

■質
19
年
度
の
財
源
不
足
は
当
初
予
算
編
成
時
に
予
測
で

き
た
の
で
は
。
ま
た
、
20
年
度
以
降
の
財
政
改
善
施
策
の

有
無
と
19
年
度
決
算
を
踏
ま
え
た
将
来
的
財
政
運
営
の
見

通
し
は
。

■答
19
年
度
の
財
源
不
足
は
普
通
交
付
税
の
予
算
割
れ
等
、

当
初
予
算
編
成
時
に
予
測
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
。
将
来
的
財
政
運
営
の
見
通
し
は
、
今
後
も

景
気
の
悪
化
等
に
よ
り
歳
入
は
市
税
、
各
種
交
付
金
等
が

減
少
し
、
歳
出
は
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
が
予
測
さ

れ
る
が
、
市
税
等
の
一
般
財
源
の
確
保
と
行
財
政
改
革
に

よ
る
歳
出
の
縮
減
を
着
実
に
積
み
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
能
代
市
の
財
政
︵
健
全
財
政
／
実
質
単
年
度
収
支
／

　

普
通
交
付
税
／
投
資
的
経
費
／
繰
出
金
の
削
減
計
画
︶

単
独
事
業
の
早
期
発
注
、
工
事
発
注
の
平
準
化
は

19
年
度
決
算
を
踏
ま
え
た
能
代
市
の
財
政

■質
昨
年
と
比
較
し
て
転
作
助
成
金
は
減
ら
さ
れ
た
の
で

な
い
か
。
こ
れ
で
は
農
家
は
安
心
し
て
米
づ
く
り
や
水
田

の
フ
ル
活
用
に
取
り
組
め
な
い
の
で
な
い
か
。
こ
う
し
た

国
の
矛
盾
し
た
や
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。

■答
21
年
度
は
転
作
面
積
が
20
年
度
よ
り
更
に
約
90
ヘ
ク

タ
ー
ル
増
加
し
た
こ
と
か
ら
助
成
単
価
の
減
額
を
行
っ
た
。

こ
れ
以
上
生
産
調
整
の
強
化
に
よ
る
農
家
負
担
は
限
界
と

感
じ
て
い
る
。
２
月
26
日
に
東
北
農
政
局
訪
問
に
対
し
、

転
作
面
積
の
増
加
で
助
成
金
が
減
額
さ
れ
る
現
況
で
は
、

生
産
調
整
に
取
り
組
む
農
家
の
意
欲
の
維
持
は
難
し
い
と

伝
え
た
。
今
後
も
機
会
を
と
ら
え
要
望
し
て
い
く
。

■質
子
供
た
ち
に
は
毎
日
で
も
米
飯
給
食
を
提
供
で
き
た

ら
と
願
っ
て
い
る
ひ
と
り
で
あ
る
。
各
学
校
ご
と
の
米
飯

給
食
の
回
数
は
何
回
か
。

■答
二
ツ
井
地
域
で
は
週
４
回
、
能
代
地
域
で
は
３
小
学

校
が
週
３
回
、
そ
の
他
の
小
中
学
校
で
は
原
則
週
２
回
の

米
飯
給
食
を
実
施
し
て
い
る
。
現
在
、
能
代
地
域
で
は
米

飯
設
備
が
整
っ
て
い
る
一
部
の
共
同
調
理
場
を
除
い
て
大

部
分
を
委
託
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
が
、
建
設
予
定
の
南

部
・
二
ツ
井
共
同
調
理
場
の
完
成
後
、
回
数
を
ふ
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
緊
急
雇
用
対
策
と
失
業
者
へ
の
支
援

・
イ
オ
ン
出
店

・
経
済
不
況
で
の
高
校
就
学
へ
の
支
援

平
成
21
年
度
の
転
作
実
施
に
つ
い
て
市
の
考
え

学
校
給
食
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